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る筆者らの先行研究（村山 2011，村山ら 2013）を総合的に報告するとともに、新たに Facebook
に焦点を当てた分析を行うものである。先行研究（村山ら 2013）が注目していた twitter の
















さらに、情報通信技術（Information and Communication Technology；以下 ICT）の発展によ
り、SNS 利用に適した多機能通信端末（スマートフォン・タブレットなど）の高性能化・







































層に集中している。SNS の中でも、とりわけ twitter は、ユーザへの実名の公表を義務づけ
ていないことから、「個人が特定されることは少ないであろう」と安易に考えてしまうユー
ザが多く存在することになり、こうした問題が数多く生じてしまっている状況にある。 















































ただし、：サンプル No.，j：カテゴリー， im ：カテゴリー数， ijd ：サンプルが、ア
イテム i のカテゴリーj に該当するか否かを表すダミー変数， ija ：パラメータ 
 












































ただし、  ：残差項 
 
(3)式は、説明変数 ijd をダミー変数とする数量化理論Ⅰ類（林 1974）と同形式となるた
め、 Y と ijd が既知であれば、(4)式の正規方程式によりパラメータ ijA （評価傾向；カテゴ
リースコア）を推定することが可能となる（中森 2000）。さらに推定した ijA を ]exp[ ijij aA 
で変換すれば、(1)式の ija を推定することができる（村山 2011）。 
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ただし、行列 Aは ijA を要素としたパラメータ行列であり、行列 Dは ijd を要素とした説








評価者の属性をアイテム i（＝1, 2, 3,…, n）によって表し、また、質問（SNS に対する評価）
に対するサンプルの反応数を y 、サンプルの該当総数を X とする。さらに、2節で述
べたような「SNSの利用方法への不安」が SNS に対する評価に与える影響を分析すべく「自
己の SNS 利用方法が適切かつ有効であるか？」という質問に対する回答（Yesか Noか）の
反応比率を Z とし、(5)式のようなモデルを提案している（村山ら 2013）。 
 
(3) 
























ただし、：サンプル No.，j：カテゴリー， im ：カテゴリー数， ijd ：サンプルが、アイ
テム i のカテゴリーj に該当するか否かを表すダミー変数， ija ，c：パラメータ 
 










































ただし、  ：残差項 
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ているが、本研究では新たに Facebookにも焦点を当てることにより、twitterと Facebookと














表 1 分析結果 
















2年生 －0.1005 －0.0640 
3年生 0.0286 －0.0384 






女性 －0.0362  －0.0345 
SNSを適切に利用できている 0.4427  0.6511 
定数項 －0.2950  －0.1747 






される。また、twitter と Facebook を比較すると、Facebook の方が大きい値となっている。
これは、Facebookが利用規約において実名登録を義務づけているため、学生は Facebook上
での振る舞いに特に注意を払っているからではないかと思われる。 














履修しているため、授業を通じて SNS 利用における危険性を認識した結果であろう。 
また、3 年生のカテゴリースコアの値を見ると、twitter と Facebook で異なった結果が得
られている。まず、twitter の推定値について見てみると、小さくはあるが正の値となってい
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ストーカーといったトラブルにおける被害者の多くが女性であるため、男性よりも女性の


















いた twitterのみならず、Facebook も議論に組み込むことで、学生の SNS 利用の主となって
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Abstract 
An Analysis Model of Rating Tendencies for SNS 
 
Kenya MURAYAMA 
In recent years, users of Social Networking Service (SNS) such as twitter and 
Facebook is increasing rapidly. Then, “Social networking” is becoming the keyword of 
this era. In addition, transmitted and collected information by SNS is affecting a wide 
range of their lives for young people. 
In this paper, we propose an analysis model of rating tendencies for analyzing the 
evaluation trend of university students for SNS. Therefore, we report the previous 
studies of Murayama 2011 and Murayama et al. 2013, and to carry out a new analysis 
with a focus on Facebook. As a result, we propose a new approach to quantitatively 
analyze the evaluation of SNS. 
